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日
区
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科
別

特皐生 本科

四 年

二止；＿ 五 ノ・‘ 二七 七
年
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小
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⑤

各
科
生
徒
級
別
現
員
表

昭
和
二
十
年
四
月

一
日

草魚成

野

和耕浩

郎 作

新

氾

苫

昌

次

福

岡

田

和
歌
山

東

京

岐

阜

愛

知

亀柿奥

木 川

動

安
五
郎

き
よ
し淳豊二

東

京

沼

埼

玉

十
二
町村野

福

井

同同
三 沢年森広新佐

十

登月

吾日消
入
学給

郎郎

岡

丘a,、

即

仁

富

山

JJJI 
早

田

収

丘

’‘‘ 
距

斎上な浅

場 川 藤藤利り野

美

治

福

井
東

京

正逸
之

視み満助

昭仁悶

宮

城

中

lJ

森

山

口

雄

愛

知

細

井

督

長

野

安

田

党

和

歌

山

⑥

終
戦
直
後
の
卒
業

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
、
敗
戦
の
衝
漿
と
混
乱
の
な
か
で
次
の
六
名
が

卒
業
し
た
。

油
画
科

師
範
科

羽
石

細
小
路

海
老
沢
厳
夫

斎
藤

英
一清

若

林

稔

卒
業
証
書
授
与
式
は
行
わ
れ
ず
、
単
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
某
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
が
、
恐
ら
く
他
の
生

徒
も
同
様
の
心
梢
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
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外
國
人
教
師
二
関
ス
ル
件

⑦

概

日

昭
和
二
十
一
年
一
月
八
日
発
送
、
「
外
国
人
教
師
二
関
ス
ル
調
、
学
徒
数
、

校
舎
、
教
員
数
等
調
二
関
ス
ル
件
回
答
」
控
の
記
入
の
あ
る
部
分
を
「
聯
合
軍

最
高
司
令
部
関
係
書
類
東
京
美
術
学
校
庶
務
掛
」
よ
り
転
載
す
る
。

況

私
は
四
年
生
の
と
き
兵
豚
に
行
っ
た
。
終
戦
後
暫
く
し
て
学
校
へ
行

っ
て

み
た
が
、
教
室
に
は
ま
だ
二
、

三
人
の
生
徒
し
か
居
ら
ず
、
学
校
は
ガ
ラ
ン

と
し
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
な
の
で
教
官
室
に
顧
を
出
し
た
。
す
る
と
い
き
な

り
「
君
、
丁
度
よ
か
っ
た
。
卒
業
証
書
が
で
き
て
い
る
の
で
持
っ
て
行
き
給

え
」
と
言
う
。
私
は
兵
隊
に
行
っ
て
い
た
た
め
卒
業
に
価
す
る
だ
け
の
勉
弥

は
し
て
お
ら
ず
、
卒
業
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
心
外
だ
っ
た

が
、
当
時
は
敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
（
今
の
人
に
説
明
し
て
も
理
解
し
て
賞
え
な

い
だ
ろ
う
）
で
教
師
も
誰
も
み
な
茫
然
自
失
し
て
い
て
、
も
の
ご
と
に
ど
う

対
処
し
て
よ
い
か
判
ら
な
い
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
し
、
私
に
し
て
も
、

た
だ
死
な
ず
に
婦
れ
た
感
慨
を
か
み
し
め
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら
、
文
句
の
言

い
よ
う
も
な
く
、
一
種
あ
き
ら
め
の
気
持
で
卒
業
証
書
を
受
け
取

っ
た
。
た

だ
し
、
そ
の
後
も
学
校
に
通
い
、
一
カ
月
く
ら
い
し
て
生
徒
が
ポ
ッ
／
＼
と

戻
り
始
め
、
二
、
三
ヵ
月
く
ら
い
し
て
頭
数
が
増
え
、
授
業
が
再
開
さ
れ
た

の
で
、
私
も
授
業
に
出
た
。
学
校
側
も
そ
れ
を
断
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
就
職
し
た
の
は
卒
業
後
半
年
く
ら
い
た
っ
て
か
ら
で
あ

っ

た
。
当
時
と
し
て
は
学
校
の
言
う
と
お
り
に
卒
業
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た

が
、
今
思
え
ば
不
欄
は
多
々
あ
る
。

⇔
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授
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関
ス
ル
調

四
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舎
ノ
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容
力

学
徒
数

-＝-
、
校
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用
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関
ス
ル
調

口

現
二
ニ
校
以
上
ニ
テ
使
用
中
（
外
事
専
門
学
校
ニ

一
部
伐
与
ス
）

四
、
学
校
以
外
ノ
建
物
二
関
ス
ル
調

H
該
当
建
物
ナ
シ

五
、
教
員
敷
二
関
ス
ル
調

H
昭
和
十
五
年
四
月
現
在

載
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